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このものかたりの注抄よゝにいてき侍いゑいゑの説いと多かりみなことのはの心をときあるは官くらゐのきさみ公事の次第なとかしこき人々 書置たるなれは万にたらひてなにをかはこ さしくはえむさはあれと公私のと つくりころもの色あひ調度の たちなとはもれにけ 思ふにそのいろかたちもしらて心詞はあきらかならむや ゝるによてこのみく

」一ウ


























































































































































































































枕草子二巻云小一条院をは今内裏とそいふおはしますとのは清涼殿にてそのきたなるとのにおはしますにしひかしはわたとのにてわたらせ給ふ少将にまうのほらせ給ふ栄花物語鳥辺野云院はしんてんにお しませは東のおもてにおはし す殿のうへは東のたいに して上達部は

」七オ


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































かみをかみねにして左のかみをよくけつりてあふらわたつけなてなとしてもとゝりをとるや にけつりよせてひたりさきのいと ひとすちとりてそのみつらのところあかりさかりのほとめとまゆとのあはひにあ るほとまへう ろのよりのきはちこのかほ ひろきほそきによりてゆふへしかほひろくはまへ よせほそくはうしろによすへしたヽしいかさまにもみヽよりはまへ かみほとをいつかうまきはかり めゆひてかみしたうらにまむすひにゆふ しまつしたむすひをしてかうかいのさきをゆするつ の水にぬらしてむすひめをぬらしてまむすひにすへしいとをのへむれ なり糸をきらてかみすそをよくときくたしてのちみヽ うしろ

」三九ウ
のかみをみヽ う ろかくるヽ とにひむ くをふくらかにけうらにひきて耳を く へしつきにかみのすゑをちこのか のまへによく〳〵なてつけてちこのむねにをしあてヽちのほとに
宮内庁書陵部蔵『源氏類聚抄』（一）桐壺　翻刻・解題 （3（）
あたるほとをとらへてまたあるいとして三まとひ斗してまむすひにつよくゆひてこかたなしてむすひめのきはよりいとをきるへしさてそのゆひたる ものかみをよく〳〵なてヽのちみつにわけてみつくみにすそまてくみたたしてそのすそのくみはてを へひきかへして元ゆひたる糸のきらてをきたるしてこのくみはてのもとをもとゆひたるところ まむすひにしてそのきはより を るへしいつく もゆはんにはむすひめをぬらせいとの つろ ぬ也

」四○オ
髪のすそを 耳 うへ こ ひむふ うちにはさむへ なを末い はくひかみのうちにをしいるへしちこをさなくてかみみ かくはべちにつけかみといふものをもとゆひたるうへにゆひ けてゆふなり其髪なとをよくゆひ と とし抔すましき也つきにはさかた とりてこの を結たるうへにあてヽ このうしろに して さかたにむ ふそのひゆやうかくへき あらねは左右の本をゆひてく たりまつ左を ひてのちわらうたな らひきまはして右をゆふへしわかま るもこちなけれはこのれうにわらうたにはすうれともきみの御みつらなと参りたらんにはひんな れはるへし又云さうそくしてのちわらうたにこのちこを

」四○ウ











御南殿雅亮装束抄云わらは殿上人のことわ あけさうそくものヽ具つねのことしうへのきぬあかいろなりつねの五ゐのうへのきぬのあかみたるやう也もん小あふひつね ことなりしたかさねつねのことしつヽしおもてあや らひとへもんや しうちたりあかへありはんひはくろはんひらん

」四一ウ
をなとはらといふものなりなつはうすも 常のあこめのいろこヽろに るへしたヽしこきさうそくならはすは のあこめあをき とへにて□くしちきぬきるへしうえのはかまおり の上達部のさうそくのてい也是 こきさうそくうらはこ おほちもこかるへしとりかさねてわらうた うへにをきてとりいたすへしきるへきした をく
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山池うつほ物語藤原君云又かくてたうちふり る比中嶋に水のたまりたるににほといふとりのこゝろすこくなきたるを聞給て栄花物語とりへ野云殿の有さまめも るにお し

」五五ウ
















































図 18　穀倉院之図（大内裏図考証 3-364）図 19　（清涼殿也（禁腋秘抄））（大内裏図考証 2-75）
図 17　紫宸殿之図（大内裏図考証 2-36）
宮内庁書陵部蔵『源氏類聚抄』（一）桐壺　翻刻・解題 （46）
図 21　承安五節絵巻物殿上御椅子図
図 20　清涼殿之図（大内裏図考証 2-158）
図 22　（殿上の椅子）
同志社女子大学　総合文化研究所紀要　第32巻　2015年（47）
図 24　浅黄綾
図 25　長橋並御殿
図 23　（朽木文様）
宮内庁書陵部蔵『源氏類聚抄』（一）桐壺　翻刻・解題 （48）
図 26　左馬寮之図（大内裏図考証 3-346）
図 27　校書殿内蔵人所之図（大内裏図考証 2-249）
同志社女子大学　総合文化研究所紀要　第32巻　2015年（49）
図 29　内匠寮之図（大内裏図考証 3-206）
図 28　承安五節絵清涼殿御階之図
